
　　　　　　サンファーマー城陽

　

座
談
会
に
参
加
い
た
だ
い

た
の
は
、
代
表
理
事
の
谷　

則
男
さ
ん
、
理
事
の
奥　

喜

久
男
さ
ん
、
そ
し
て
組
合
員

の
西
村
高
典
さ
ん
、
望
月
藤

嗣
さ
ん
、
森
島
範
紘
さ
ん
で

す
。サ

ン
フ
ァ
ー
マ
ー
城
陽

っ
て
？

☆
城
陽
市
の
農
業
は
今・・・

谷
さ
ん
「
城
陽
市
は
、
イ
チ

ジ
ク
、
寺
田
い
も
、
お
茶
、

そ
し
て
豊
富
な
地
下
水
を
利

用
し
た
湧
水
花
き
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
誇
れ
る
特
産
物
が

あ
り
ま
す
。
担
い
手
不
足
と

叫
ば
れ
ま
す
が
、
城
陽
市
で

は
親
の
後
を
継
ぎ
、
専
業
農

家
と
し
て
活
躍
す
る
20
代
か

ら
50
代
の
人
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
よ
。
で
す
が
、
後

継
ぎ
の
い
な
い
農
家
や
、
農

業
離
れ
の
増
加
も
あ
り
、
耕

作
放
棄
地
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
ね
」

奥
さ
ん
「
そ
う
で
す
ね
。
若

い
人
が
農
業
に
従
事
で
き
る

環
境
が
も
っ
と
整
え
ば
と
思

う
の
で
す
が
。
ま
た
、
兼
業

農
家
に
と
っ
て
は
、
農
機
具

に
か
か
る
経
費
も
大
変
で
し

ょ
う
」

☆
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

設
立
さ
れ
た
の
が

「
サ
ン
フ
ァ
ー
マ
ー
城
陽
」

谷
さ
ん
「
昔
は
、
農
家
が
多

く
、
知
り
合
い
に
農
作
業
を

頼
ん
だ
り
、
集
落
単
位
で
協

力
し
合
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
農
家
が
自
分
の
農

地
だ
け
で
手
い
っ
ぱ
い
の
状

況
で
す
。
そ
こ
で
、
安
心
し

て
農
作
業
の
委
託
や
、
農
地

を
預
け
る
こ
と
の
で
き
る
窓

口
を
つ
く
り
、
遊
休
農
地
や
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
歯
止

め
を
か
け
て
、
農
地
の
有
効

利
用
を
し
よ
う
と
『
サ
ン
フ

ァ
ー
マ
ー
城
陽
』
を
設
立
し

ま
し
た
」

奥
さ
ん
「
農
地
の
管
理
に
困

っ
て
い
る
人
、
農
地
を
任
せ

た
い
人
や
稲
作
を
委
託
し
た

い
人
の
窓
口
の
役
割
、
ま
た
、

今
す
ぐ
に
で
は
な
く
て
も
、

将
来
に
備
え
る
こ
と
が
で
き

る
役
割
を
担
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
組
合

員
の
数
も
30
人
を
超
え
、
早

速
耕
作
の
ご
依
頼
も
数
々
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」

谷
さ
ん
「
水
田
の
耕
作
放
棄

地
を
な
く
す
こ
と
が
、
こ
の

法
人
の
大
き
な
目
標
。
城
陽

市
で
で
き
る
お
米
は
、
市
内

で
食
べ
ら
れ
る
20
パ
ー
セ
ン

ト
ほ
ど
。
水
田
を
守
り
、
効

率
よ
く
お
米
を
作
り
、
市
内

で
作
っ
た
お
米
を
み
な
さ
ん

に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
」

☆
サ
ン
フ
ァ
ー
マ
ー
城
陽

へ
の
思
い
は
？

西
村
さ
ん
「
お
米
を
作
る
こ

と
は
、
専
業
農
家
で
も
大
変

な
こ
と
で
す
。
自
分
自
身
も
、

将
来
の
農
業
を
考
え
た
と
き
、

『
サ
ン
フ
ァ
ー
マ
ー
城
陽
』

と
い
っ
た
窓
口
が
必
要
だ
と

感
じ
ま
す
ね
」

望
月
さ
ん
「
そ
う
で
す
ね
。

受
け
皿
と
し
て
、
こ
の
法
人

の
役
割
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

定
年
を
迎
え
た
人
な
ど
、
多

く
の
人
に
作
業
に
関
わ
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
」

森
島
さ
ん
「
確
か
に
、
お
米

を
作
る
農
家
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
中
、
こ
の
よ
う
な
組

織
は
必
要
で
す
ね
。
お
米
だ

け
で
な
く
、
土
地
を
有
効
活

用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

農
作
業
に
励
む

若
手
の
み
な
さ
ん

☆
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
・・・

西
村
さ
ん
「『
農
業
』
は
と

て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
。

私
は
、
イ
チ
ゴ
、
お
茶
、
イ

チ
ジ
ク
を
作
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
手
を
か
け
る
と
か
け

た
分
だ
け
、
い
い
も
の
が
で

き
ま
す
。
自
分
の
作
っ
た
農

産
物
を
多
く
の
人
に
買
っ
て

も
ら
え
て
、
喜
ん
で
も
ら
え

る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」

望
月
さ
ん
「
小
さ
い
頃
か
ら

農
業
を
す
る
親
の
姿
を
見
て
、

自
然
と
自
分
も
農
業
の
道
に

進
み
ま
し
た
。
農
作
物
を
育

て
、
収
穫
し
、
売
る
と
い
う

一
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
全
て
自

分
で
で
き
る
の
も
大
き
な
魅

力
。
大
変
な
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば

結
果
は
で
ま
す
よ
。
子
ど
も

た
ち
に
も
農
業
の
楽
し
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

森
島
さ
ん
「
自
分
も
親
の
後

を
継
ぎ
、
農
業
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
が
、
受
け
継
い

だ
も
の
を
た
だ
単
に
や
る
の

で
は
な
く
、
新
し
い
風
を
吹

か
せ
た
い
で
す
ね
。
サ
ン
フ

ァ
ー
マ
ー
の
組
合
員
と
し
て
、

城
陽
市
の
農
業
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。
か
っ
こ
い

い
な
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
仕

事
、
生
き
方
を
…
」

谷
さ
ん
「
今
活
躍
さ
れ
て
い

る
若
手
の
み
な
さ
ん
に
は
、

親
の
姿
に
学
ん
だ
並
々
な
ら

ぬ
『
努
力
』
と
『
忍
耐
強
さ
』

が
あ
る
ん
で
す
よ
」

　

サ
ン
フ
ァ
ー
マ
ー
城
陽
を

代
表
し
、
お
越
し
い
た
だ
い

た
５
人
の
み
な
さ
ん
。
こ
の

サ
ン
フ
ァ
ー
マ
ー
城
陽
が
城

陽
の
農
業
活
性
化
に
向
け
て

の
新
た
な
起
爆
剤
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
ね
。

　実りの秋。城陽市でも、さまざまな農作物が収穫されていま
す。しかし、今、農業者の高齢化や担い手不足が進み、遊休農
地や耕作放棄地が拡大しています。このような中、地域ぐるみ
で農業を活性化していこうと、若い農業者たちが立ち上がり、

「農事組合法人サンファーマー城陽」が今年の６月に設立され
ました。今回は組合員のみなさんに、城陽の農業について熱く
語っていただきました。

農事組合法人サンファーマー城陽
～城陽の農業を担う若者が語る～

お問い合わせ先
・産業活性室
　☎（56）4005
・サンファーマー城陽
　☎（53）2863

　農地を任せたい人、作業を委託したい人、農作業の
オペレーターとして、サンファーマー城陽の仕事に従
事したい人を募集します！
　　　　　農作業の受託・農業の経営（預かった農地
で水稲・野菜・花きなどの生産）・農産物の販売など
　　　　　申込書に必要事項を記入し、サンファーマ
ー城陽（枇杷庄西ノ口44）か産業活性室に提出　※申
込書はそれぞれの窓口に設置。申込時に本人確認でき
る運転免許証や保険証などを持参
　　　　基本額：10口30,000円　※10アール以上の
農作業の委託や農地を預けたい人は、１アール当たり
１口3,000円を目安に増額
☆詳しくはお問い合わせください

事業内容事業内容

加入申込加入申込

出資金出資金

サンファーマー城陽　組合員募集！

▲パンジーを育てる谷さん。
「きれいに彩った花を見てい
ただきたいですね。」

▼イチジクを収穫する西村さん 今年のイチジクも
出来がいいですよ！

代表理事：谷�則男さん

森島範紘さん
西村高典さん

座談会!

望月藤嗣さん

▼

﹁
自
分
が
育
て
た
花
で
、
多

く
の
人
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
で

き
た
ら
。﹂
と
森
島
さ
ん

理事：奥�喜久男さん

新型インフルエンザの予防は、手洗い・うがいの励行で！

市　域　東西9.0㎞　南北5.4㎞
総面積　32.74㎢
位　置　東経135°47′　北緯34°51′
海　抜　最高430.2m（宇治田原町境・東屋谷付近）
　　　　最低13.0m　（宇治市境・古川付近）
年平均気温　16℃　 年平均降水量　約1,300㎜
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■�

マ
マ　

パ
パ
教
室�

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー�

ヨ
ー
ガ
コ
ー
ス
」

　

妊
婦
さ
ん
同
士
の
交
流
を

も
ち
な
が
ら
、
ヨ
ー
ガ
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
25
日（
月
）午

後
２
時
〜
４
時　

▼
対
象　

妊
娠
満
15
週
以
上
で
主
治
医

の
許
可
を
得
て
い
る
人　

▼

定
員　

先
着
15
人　

▼
持
ち

物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
ズ
ボ
ン

申
直
接
か
電
話

■�

各
種
健
診
（
検
診
）�

10
月
30
日（
土
）ま
で
！

〈
表
１
〉
参
照

※
子
宮
頸
が
ん・
乳
が
ん
検

診
は
11
月
30
日（
火
）ま
で

【
一
部
負
担
金
免
除
制
度
】

▼
対
象　
〈
特
定
健
診
〉
○

昭
和
16
年
３
月
31
日
以
前
生

ま
れ
の
人（
事
前
申
請
不
要
）

○
市
民
税
非
課
税
の
国
保
世

帯
の
人（
事
前
申
請
が
必
要
）　

〈
そ
の
他
の
健
診
（
検
診
）〉

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
を
持
っ
て
い
る
人
・
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
高

齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る

人　

○
生
活
保
護
世
帯
な
ど

の
人　

○
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人　

▼
注
意
事
項　

特

定
健
診
・
健
康
診
査
は
、
空

腹
時（
10
時
間
以
上
絶
食
）に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
会
社
な
ど
で

健
診（
検
診
）の
機
会
の
あ
る

人
・
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る

人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ�

高
齢
者
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ�

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

に
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
・

十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
が
大
切
で
す
が
、

発
病
・
重
症
化
防
止
に
は
予

防
接
種
が
有
効
で
す
。
で
き

る
だ
け
、
12
月
中
旬
ま
で
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
季
節

性
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
応
し
ま
す
。

《
対
象
Ⅰ
》

①
満
65
歳
以
上
の
市
民

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る

市
民
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を

有
す
る
市
民

▼
実
施
場
所　

城
陽
市
・
宇

治
市
・
久
御
山
町
内
の
高
齢

者
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
協
力
医
療
機
関　

※
協

力
医
療
機
関
以
外
で
受
け
る

場
合
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
要
申
請
（
印
か
ん
持

参
）　

▼
接
種
回
数　

１
回　

▼
費
用　

１
，０
０
０
円
※

免
除
制
度
あ
り　

▼
接
種
期

間　

平
成
23
年
１
月
31
日

（
月
）ま
で

《
対
象
Ⅱ
》

満
65
歳
未
満
の
市
民

▼
実
施
場
所　

府
内
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

協
力
医
療
機
関
（
協
力
医
療

機
関
以
外
で
受
け
る
場
合
は
、

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）　

▼
接
種
回
数　

13
歳
未
満
２

回
・
13
歳
以
上
１
回　

▼
費

用　

全
額
自
己
負
担
（
各
協

力
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）
※
免
除
制
度

あ
り　

▼
接
種
期
間　

平
成

23
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

【
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
】

▼
対
象　

生
活
保
護
世
帯
・

市
民
税
非
課
税
世
帯
・
中
国

残
留
邦
人
な
ど
の
支
援
給
付

受
給
世
帯
に
属
す
る
人　

▼

期
限　

平
成
23
年
１
月
31
日

（
月
）

申
免
除
申
請
書
（
保
健
セ
ン

タ
ー
・
各
コ
ミ
セ
ン
・
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設

置
）
を
保
健
セ
ン
タ
ー
［
〒

610�

-01�

� 11
富
野
久
保
田
１
─

１
］
へ
郵
送
か
持
参
（
電
話

不
可
）　

※
予
診
票
な
ど
の

発
行
に
は
約
１
週
間
か
か
り

ま
す

■�

10
月
17
日
〜
23
日
は�

「
薬
と
健
康
の
週
間
」

〜
薬
を
購
入
す
る
と
き
は
、

専
門
家
に
相
談
を
！
〜

　

一
般
用
医
薬
品
を
安
心
し

て
購
入
し
、
正
し
く
使
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
医
薬
品

の
リ
ス
ク
に
応
じ
て
専
門
家

（
薬
剤
師
ま
た
は
登
録
販
売

者
）
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

購
入
時
に
不
明
な
点
は
、

必
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
10
月
１
日
現
在

で
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

回
答
の
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
調
査
票
へ
の

記
入
・
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
も
し
調
査
票
が
お
手
元

に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
法
令
・
社
会
福
祉
・
雇
用

対
策
・
生
活
環
境
の
整
備
な

ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

問
国
勢
調
査
実
施
本
部

☎（
56
）３
３
３
１

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
☎（
56
）０
２

３
０
、
子
育
て
支
援
課
☎

（
56
）４
０
３
５

【
援
助
会
員
】

▼
資
格　

市
内
在
住
で
育
児

の
援
助
を
行
い
た
い
人　

▼

活
動
内
容　

保
育
所
・
幼
稚

園
な
ど
の
送
迎
、
保
育
開
始

前
・
終
了
後
の
預
か
り
な
ど

短
期
的
で
軽
易
な
援
助　

※

フ
ァ
ミ
サ
ポ
補
償
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
（
保
険
料
は

市
が
負
担
）

◎
講
習
会
（
援
助
会
員
希
望

者
は
要
受
講
）
…
▼
日
時　

10
月
26
日（
火
）午
前
９
時
30

分
か
ら　

▼
場
所　

福
祉
セ

ン
タ
ー

申
会
員
と
な
る
人
の
顔
写
真

（
２
・
５
×
３
セ
ン
チ
で
半

年
以
内
に
撮
影
※
ス
ナ
ッ
プ

不
可
）
２
枚
と
印
か
ん
を
持

参
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

【
依
頼
会
員
】

▼
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤

で
、
生
後
43
日
目
〜
お
お
む

ね
10
歳
の
児
童
を
有
し
、
援

助
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す

る
人　

▼
利
用
料（
１
時
間
）　

平
日
（
午
前
７
時
〜
午
後
８

時
）
７
０
０
円
・
こ
れ
以
外

の
時
間
８
０
０
円
、
交
通
費

な
ど

◎
利
用
料
の
一
部
を
補
助
…

▼
補
助
額　

１
時
間
２
０
０

円（
半
額
利
用
は
１
０
０
円
）　

※
会
員
登
録
料
・
年
会
費
不

要

城陽市指定給水装置工事業者を新規指定
　水道工事は水道法・市水道事業給水条例により市指定給水装置
工事業者以外では施工することができません。新築工事、住宅な
どの建て替え・改築工事（台所・風呂・洗面所・水洗トイレなど）
における給水装置は市指定給水装置工事業者を通じて申請が必要
です（単独水栓の取り替え・補修、コマ・パッキンの取り替えな
どの軽微なものは除く）。
　必ず建築業者または工務店などに申請の確認をしましょう。

指定業者名 所在地 電話番号

㈱明由工業
寝屋川市池田北町
９−12

072（838）9000

㈲ニコー設備
堺市中区東山900 
ジョイビル201号

072（230）1112

㈲パイオニア設備工業
大津市千町一丁目
19−19

077（534）2961

㈱北洋工機
京 田 辺 市 水 取 平
15−５

（63）7210

㈱城陽興業 市辺出川原36−２ （53）5150

問○水道工事…工務課☎（52）2442　○宅地内の漏水（水漏れ）の
修理…指定給水装置工事業者へ直接　※「市公認上下水道協同組
合」加盟の指定給水装置工事業者も当番制で対応（祝日を除く月
～土曜日　８：30～17：00）。漏水受付専用電話☎（52）1898

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
55
）１
１
１
１

「
国
勢
調
査
」 　

調
査
票
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か　

募
集
し
て
い
ま
す

フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員

〈表１〉健診（検診）一覧表

項目 対象 一部 
負担金 内容

特定健診 
（※１）

40～74歳の市
国民健康保険加
入者

1,000円
問診・血圧・腹囲
測定・血液検査・
尿検査など

健康診査 後期高齢者医療
制度加入者 無料

問診・血圧・血液
検査・尿検査 
など

生活機能評価
生活機能検査

65歳以上で介 
護認定を受け 
ていない人

無料
問診（必要な人
に貧血・心電図
などの検査）

大腸がん検診 40歳以上 700円 便の潜血反応 
検査

前立腺がん 
検診 55歳以上の男性 300円 血液検査

肝炎ウイルス
検診（※２）

今年度40歳以上
で、過去に未受
診の人

600円 血液検査

乳がん検診
40歳以上で、西
暦が奇数年生ま
れの女性

1,000円 問診・視診・触診・
マンモグラフィ

子宮がん検診
（※３）

20歳以上で、西
暦が奇数年生ま
れの女性

1,100円 内診・細胞診

成人歯科健診
（※２）

昭和14・24・34・
44年度生まれ 
の人

500円 歯と口腔内の 
健診

（※１） 40～74歳で市国民健康保険加入者以外は、加入されて
いる健康保険組合にお問い合わせください

（※２）事前に保健センターへ直接または電話で要申込
（※３） 城陽市・宇治市以外で受診予定の  

人は、保健センターで受診票をお  
渡しします

平成22年（2010年）10月11日　（2）市の鳥−しらさぎ

☆ホームページアドレス☆　http://www.city.joyo.kyoto.jp/　 ☆携帯電話版☆　http://www.city.joyo.kyoto.jp/m/ 
※右の二次元コードからもアクセスできます（一部機種を除く）

広告



　

10
月
は「
都
市
緑
化
月
間
」

で
す
。
緑
に
親
し
み
、
緑
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
市
民

団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
な
ど

と
の
協
働
に
よ
る
緑
化
ま
つ

り
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
新
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
で
、

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
17
日（
日
）午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

※
雨

天
決
行
（
一
部
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
あ

り
）　

▼
場
所　

鴻
ノ
巣
山

運
動
公
園
、
プ
ラ
ム
イ
ン
城

陽
周
辺　

◎
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
施
行
者
協
議
会
の
助
成

を
受
け
て
い
ま
す

〈
イ
ベ
ン
ト
内
容
〉

☆
知
ろ
う

●
小
学
生
緑
化
推
進
作
品
発

表　

●
企
業
・
学
校
な
ど
で

の
、
み
ど
り
の
取
り
組
み
紹

介　

●
み
ど
り
の
車
座
集
会　

人
形
劇
、
古
川
小
学
校
で
の

活
動
発
表　

●
城
陽
の
み
ど

り
・
自
然
・
生
き
も
の
関
連

展
示　

●
木
津
川
右
岸
運
動

公
園
（
仮
称
）
Ｐ
Ｒ　

●
緑

の
相
談
室　

●
「
城
陽
み
ど

り
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
紹

介
・
寄
付
受
付　

※
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
つ
く
ろ
う

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し

た
観
葉
植
物
ポ
ッ
ト
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
教
室
…
定
員
１
回
40

人
（
３
回
実
施
）・
無
料
・

当
日
整
理
券
配
布　

●
花
苗

と
球
根
の
寄
せ
植
え
教
室
…

定
員
計
１
０
０
人
（
３
回
実

施
）・
費
用
３
０
０
円
・
当

日
整
理
券
配
布　

※
参
加
費

は
「
城
陽
み
ど
り
の
ま
ち
づ

く
り
基
金
」
に
寄
付
さ
れ
ま

す　

●
城
陽
の
お
米
で
つ
く

る
五
平
餅
…
２
０
０
本
限
定

（
１
本
１
２
０
円
）　

●
ハ
ー

ブ
テ
ィ
ー
の
ブ
レ
ン
ド
体
験　

●
山
背
古
道
の
案
内
板
づ
く

り　

●
木
の
枝
を
使
っ
た
工

作☆
イ
ベ
ン
ト

●
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
午
前
10

時
20
分
か
ら
）
…
出
演
／
踊

屋
本
舗　

響
、
白
鳥
幼
稚
園
、

近
鉄
大
久
保
駅
ブ
ル
ー
ス
バ

ン
ド
、
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル　

ピ
ア
チ
ェ
ー
レ　

●

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
…
ス
タ
ン

プ
を
集
め
て
花
や
ハ
ー
ブ
の

苗
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
（
無
く

な
り
次
第
終
了
）　

●
木
津

　

城
陽
は
府
下
有
数
の
茶
所
。

木
津
川
の
浜
の
肥
沃
な
土
地

で
育
っ
た
茶
は
、
浜
茶
と
呼

ば
れ
、
そ
の
質
の
良
さ
は
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
緑
茶
の
良
さ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

10
月
17
日（
日
）口

切
り
の
儀
…
午
前
９
時
か
ら
、

各
種
催
し
…
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

▼
場
所　

荒
見
神

社　

▼
内
容　

①
抹
茶
席
・

茶
そ
ば
席（
い
ず
れ
も
有
料
）　

②
お
茶
の
お
い
し
い
入
れ
方

教
室　

③
各
種
茶
の
展
示
販

売　

④
城
陽
産
抹
茶
を
使
用

し
た
茶
そ
ば
・
生
菓
子
・
お

菓
子
の
販
売　

⑤
邦
楽
の
演

奏　

⑥
抽
選（
景
品
を
進
呈
）　

▼
主
催　

城
陽
茶
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
城
陽
市
茶
生
産

組
合
、
城
陽
茶
業
青
年
団
、

城
陽
市
茶
華
道
連
盟
）
ほ
か

問
産
業
活
性
室

☎（
56
）４
０
０
５

＊　
　

＊　
　

＊

　

開
催
時
間
中
、「
緑
化
ま

つ
り
会
場
」
と
「
茶
ま
つ
り

会
場
」
を
無
料
連
絡
バ
ス
が
、

約
30
分
間
隔
で
運
行

城
陽
ウ
オ
ー
ク

『
城
陽
の
古
代

歴
史
散
歩
』

▼
日
程　

10
月
24
日（
日
）Ｊ

イ
ベ
ン
ト　

 

　
　

・
講
座

イ
ベ
ン
ト　

 

　
　

・
講
座

Ｒ
城
陽
駅
東
口
午
前
９
時
30

分
集
合
・
Ｊ
Ｒ
長
池
駅
午
後

２
時
30
分
頃
解
散
※
雨
天
中

止　

▼
コ
ー
ス　

久
世
神
社

→
久
世
廃
寺
跡
→
平
川
廃
寺

跡
→
久
津
川
車
塚
古
墳
・
丸

塚
古
墳
→
芝
ヶ
原
古
墳
→
正

道
官
衙
遺
跡
→
水
度
神
社
→

鴻
ノ
巣
山
運
動
公
園
→
森
山

遺
跡　

※
約
７
・
３
キ
ロ
、

要
昼
食　

▼
費
用　

１
０
０

円（
資
料
代
）　

◎
五
里
ご
り

館（
歴
史
民
俗
資
料
館
）の
割

引
入
館
券
を
先
着
２
０
０
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト　

▼
案
内　

城
陽
市
観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ク
ラ
ブ　

※
申
込
不
要

問
観
光
協
会

☎（
56
）４
０
２
９

国
登
録
有
形
文
化
財

『
近
藤
家
住
宅
』　

２
０
１
０
秋
の

一
般
公
開

　

観
光
協
会
で
は
、
南
山
城

地
域
で
現
存
す
る
最
古
の
瓦

ぶ
き
民
家
と
さ
れ
て
い
る

『
近
藤
家
住
宅
』
の
一
般
公

開
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
３
日（
祝
）〜

７
日（
日
）午
前
10
時
・
午
後

２
時
の
１
日
２
回　

▼
場
所　

近
鉄
寺
田
駅
か
ら
徒
歩
約
３

分
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん　

▼
定
員　

各
回
先
着
20
人　

▼
費
用　

３
０
０
円
（
資
料

代
）

申
・
問
観
光
協
会
［
☎（
56
）

４
０
２
９
］
へ
直
接
か
電
話

働
く
女
性
の
家

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
☎（
55
）１
０
０
２

☆
講
演
会
『
全
て
の
人
は
生

活
創
造
者
〜
地
域
社
会
で
も
、

家
族
関
係
で
も
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
で
も
〜
』

▼
日
時　

11
月
４
日（
木
）午

後
１
時
30
分
〜
３
時　

▼
対

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人　

▼
講
師
田
中
恒
子
氏

申
直
接
か
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

［（
56
）６
０
４
０
］

☆
健
康
生
活
支
援
講
座

「
家
庭
介
護
講
座
」

▼
日
時　

11
月
９
日（
火
）・

11
日（
木
）・
16
日（
火
）・
18

日（
木
）・
19
日（
金
）の
午
前

10
時
〜
正
午
※
９
日
は
午
前

９
時
30
分
か
ら　

▼
内
容　

高
齢
者
の
健
康
と
安
全
、
地

域
に
お
け
る
支
援
、
日
常
生

活
で
の
介
護　

▼
対
象　

市

内
在
住
・
在
勤
の
人　

▼
定

員　

20
人　

▼
費
用　

５
０

０
円
（
教
本
代
ほ
か
）　

◎

託
児
あ
り
…
６
カ
月
〜
就
学

前
（
要
予
約
）

申
10
月
12
日（
火
）か
ら
直
接

か
電
話

　

豊
か
な
消
費
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識

を
学
び
ま
せ
ん
か
�

▼
期
間　

11
月
〜
平
成
23
年

３
月
の
平
日
の
午
後
（
１
カ

月
に
１
回
２
時
間
程
度
）　

▼
対
象　

市
内
在
住
の
20
歳

以
上
で
原
則
全
講
座
を
受
講

で
き
る
人　

▼
募
集
人
数　

15
人
程
度　

◎
テ
キ
ス
ト
・

月
刊
誌
な
ど
を
進
呈

申
10
月
25
日（
月
）ま
で
に
、

①
住
所
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）

③
電
話
番
号
④
応
募
の
動
機

（
原
稿
用
紙
１
枚
程
度
）を
明

記
し
、〒
610�

-01�

� 95（
住
所
記
入

不
要
）
産
業
活
性
室
へ
郵
送

問
産
業
活
性
室

☎（
56
）４
０
１
８

川
右
岸
運
動
公
園
（
仮
称
）

見
学
ツ
ア
ー
（
午
前
10
時
45

分
・
午
後
１
時
15
分
の
２
回

実
施
）
…
現
在
建
設
中
の
公

園
の
現
地
案
内
と
植
樹
の
体

験
・
定
員
１
回
50
人
・
無

料
・
当
日
受
付　

●
フ
ォ
ト

モ
ザ
イ
ク
展
示
…
約
３
，０

０
０
枚
の
顔
写
真
で
作
る
巨

大
ア
ー
ト　

●
今
日
だ
け
の

プ
レ
イ
パ
ー
ク
in
城
陽　

●

剪
定
教
室
※
実
習
あ
り
（
午

後
１
時
受
付
・
午
後
１
時
30

分
）
…
定
員
20
人

☆
飲
食
・
販
売

●
苗
木
・
花
苗
の
販
売　

●

飲
食
物
販
売
…
城
陽
の
梅
や

抹
茶
を
使
っ
た
食
べ
物
各
種

と
ジ
ュ
ー
ス
・
お
茶
な
ど　

※
売
り
上
げ
の
一
部
は
「
城

陽
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
基

金
」
に
寄
付
さ
れ
ま
す

問
都
市
計
画
課

☎（
56
）４
０
６
８

が
登
場
す
る
ま
で
、
鏡
は
青
銅
を
は
じ

め
と
す
る
金
属
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

表
面
が
磨
か
れ
、
裏
面
に
は
鶴
や
亀
、

松･

竹
・
梅
と
い
っ
た
縁
起
の
良
い
模

様
が
彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

が
円
に
持
ち
手
が
つ
い
た
形
で
柄
鏡
と

い
い
、
木
の
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
昔
か
ら
鏡
に
は
、
特
別
な
力
が
宿

る
と
考
え
ら
れ
、
露
出
し
て
お
い
て
は

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
人
は
、
鏡
を
使
わ
な
い
時
は
鏡

に
蓋
を
し
た
り
、
布
を
か
け
た
り
し
て

隠
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鏡
に
は
邪
悪
な

（
悪
い
）
も
の
を
跳
ね
返
す
力
が
あ
る

と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
神
社
に
祀
ら
れ

た
り
、
女
性
の
お
守
り
に
も
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
鏡
が
割
れ

た
り
、
曇
っ
た
り
す
る
の
は
不
吉
だ
と

い
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鏡
に
は
持
ち
主
の
死
後
も
そ

の
人
の
魂
が
こ
も
っ
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
鏡
に
は
人
や
も

の
を
映
す
が
た
め
に
、
何
か
秘
め
ら
れ

た
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
も
い
ま
し

た
。
中
で
も
、
地
獄
に
あ
る
浄
玻
璃
の

鏡
な
ど
は
そ
の
最
た
る
例
と
い
え
ま
す
。

悪
い
こ
と
を
し
た
人
は
、
ち
ゃ
ん
と
鏡

に
映
し
出
さ
れ
る
の
で
用
心
し
ま
し
ょ

う
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

五
里
ご
り
館
で
は
こ
の
秋
、
開
館
15

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
15
年
に

わ
た
る
展
覧
会
や
各
種
事
業
に
つ
い
て
、

ゆ
か
り
の
品
々
や
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
な

ど
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
広
く
市
民
の
み

な
さ
ん
に
紹
介
す
る
「
五
里
ご
り
館
ヒ

ス
ト
リ
ー　

城
陽
市
歴
史
民
俗
資
料
館

15
年
の
あ
ゆ
み
展
」
を
12
月
19
日（
日
）

ま
で
開
催
し
ま
す
。

　

紹
介
し
た
柄
鏡
も
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

五
里
ご
り
館
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

で
は
、
昔
の
鏡
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
ガ
ラ
ス
製
の
鏡

五里ごり館
（歴史民俗資料館）
� ☎（55）7611
� No.289

柄鏡
（えかがみ）

城陽自分おこし 
講演会開催！

　NHKの人気番組を制作されてきた
専門家による、地域における分かりや
すい情報発信についての講演です。
▶日時　10月20日（水）14：00～16：
00　▶場所　産業会館３階　▶内容　
地域におけるメディア戦略について　
▶講師　NHKエンタープライズ　エ
グゼクティブ・プロデューサー　宇佐
美　亘氏　※申込不要・無料
問市民活動支援室☎（56）4041

消防本部☎（54）0115
■わが家の防火
　以下に注意しましょう
○コンロなどで、火を使用中はそばを離れない
○タバコの後始末は確実にする
○ 電気器具は使用説明書をよく読み、正しく使い、

たこ足配線をしない
○子どもに火遊びをさせない
○家の周りに燃えやすい物を置かない
　また、通報要領も作成しておきましょう。
■万全の地震対策を
　地震には、日頃から家庭や職場での備えが大切
です。いざという時のため、家具などの固定・非
常持出品の準備・住まいの安全点検・連絡方法や
集合場所などについて話し合っておきましょう。

第
22
回

　

城
陽
市
緑
化
ま
つ
り

『
知
ろ
う　

つ
く
ろ
う　

み
ど
り
の
城
陽

　

〜
み
ど
り
が
つ
な
ぐ　

み
ん
な
の
輪
〜
』

第
22
回

城
陽
茶
ま
つ
り

文
パ
ル
通
信

〜
受
講
者
募
集
〜

消
費
生
活
連
続
講
座

☆
工
作
教
室
・
人
形
劇

〜
京
都
教
育
大
学
児
童
文
化

研
究
会
の
み
な
さ
ん
と
楽
し

み
ま
せ
ん
か
〜

①
工
作
教
室

▼
日
時　

10
月
17
日（
日
）午

前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分　

▼
場
所　

第
３
会
議
室　

▼

内
容　
『
ち
ゅ
う
が
え
り
ネ

コ
』
を
作
る　

▼
対
象　

市

内
在
住
の
幼
児
（
４
歳
以
上

で
保
護
者
同
伴
）、
小
学
生　

▼
定
員　

20
人　

▼
費
用　

無
料 プ

レ
イ
ル
ー
ム

☎（
55
）1
9
0
0

プ
レ
イ
ル
ー
ム

☎（
55
）1
9
0
0

申
直
接
か
電
話

②
人
形
劇
「
チ
ュ
ウ
ス
ケ
と

ク
マ
吉
」
ほ
か

▼
日
時　

10
月
17
日（
日
）午

後
２
時
〜
３
時　

※
申
込
不

要
・
無
料

☆
成
人
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

「
食
と
健
康
」

▼
日
時　

10
月
24
日（
日
）午

後
２
時
〜
３
時
30
分　

▼
場

所　

文
化
パ
ル
ク
城
陽
３
階

会
議
室　

▼
内
容　

自
然
を

食
べ
る
美
し
い
健
康
料
理
に

つ
い
て　

▼
講
師　

木
下
穂

支
子
氏
※
申
込
不
要・無
料

図
書
館

☎（
53
）4
0
0
0

図
書
館

☎（
53
）4
0
0
0

「ねんきん定期便 
・特別便」相談

▶日時　10月12日（火）・25日（月）、
11月 ８ 日（月）・22日（月）９：00～
12：00　▶持ち物　「ねんきん定期
便」、「ねんきん特別便」、年金手帳など　
※社会保険労務士による相談です
申・問国保医療課国保年金係［☎（56）
4038］へ直接

▲

柄
鏡

市の花−花しょうぶ（3）　市の木−梅

問…問い合わせ　申…申込方法　詳しくはそれぞれへお問い合わせください
この広報紙は再生紙および大豆油インキを使用しています

買物は城陽市内で行いましょう



スポーツ

スポーツセンター☎（55）6222

①朝だ！のびのび体操

▼ 日時　10月16日（土）７：00
～７：30　 ▼ 場所　市民体育
館前広場　※小雨決行
②こうのすやま
　エコロベースクラブ

▼ 日時　10月16日（土）○小学
生の部…16：30～18：00　○
大人の部（中学生以上）…18：
30～21：30　 ▼場所　市民体
育館　※体育館シューズ持参
③第12回こうのす杯
　バドミントンダブルス大会

▼ 日時　11月11日（木）９：30
（受付９：00）から　 ▼場所　市
民体育館　 ▼ 部門　｢ホップレ
ディース｣ 試合経験のない人・
｢ステップレディース｣ 試合経
験の少ない人・｢ジャンプレデ
ィース｣ 試合経験の豊富な人・
｢男子の部｣個人エントリーのみ　

▼費用　1,000円／人
①②③いずれも
ケガなどについては、応急手当
のみ実施
申①②は申込不要・無料　③は
10月14日（木）～28日（木）に所
定の用紙に費用を添え持参

第22回市民ラージボール
卓球大会

▼日時　11月23日（祝）
９：00から　 ▼場所　市
民体育館　 ▼競技部門　男子シ
ングルス・女子シングルス・混
合ダブルスのいずれも初・中・
上級者※ダブルスのペアは連盟

［第２回発達障害講演会］

▼ 日時　12月11日（土）14：30
から　 ▼場所　こども発達支援
センター　※託児あり　 ▼内容　

「子どもを伸ばすために親がで
きること～PT（ペアレントトレ
ーニング）とSST（ソーシャル
スキルトレーニング）～」　 ▼講
師　奈良教育大学特別支援教育
研究センター所長　岩坂英巳氏　
申・ 問10月22日（金）までに府
立こども発達支援センター［☎

（64）6141］へ電話

西城陽高等学校開放講座（合唱）

▼日時　11月20日、12月11日、
平成23年１月８日、2月12日、
3月12日のいずれも土曜日14： 
00～16：00　 ▼場所　西城陽
高等学校　 ▼ 定員　先着50人　

▼費用　無料※楽譜代実費　申 
11月５日（金）までに、往復ハ
ガキに住所、氏名（フリガナ）、
性別、電話番号を明記し［〒
610−0117枇杷庄京縄手46−1
西城陽高等学校］へ郵送　問同

で決定。級は自己申告制　 ▼競
技方法　予選リーグ、決勝トー
ナメント戦方式　※部門変更の
場合あり　 ▼対象　市内在住・
在勤・在クラブの人　 ▼ 費用　
無料　 ▼その他　ケガなどにつ
いては、応急手当のみ実施。参
加者はゼッケンを作成し着用　
申11月12日（金）までに、所定
の用紙を文化体育振興課＜市役
所寺田分庁舎内＞［☎（56）40 
48・Fax（56）0801］へ電話か
ファクス　問市ラージボール卓
球連盟　清水氏☎090（6609）
7600

官公署など

10月は「骨髄バンク推進月間」 
～ドナー登録にご協力お願い 
　します～

　白血病、再生不良性貧血な
どの血液難病は、骨髄移植に
より健康を取り戻せます。

▼ドナー登録できる人　○骨髄
提供の内容を十分に理解してい
る人　○18～54歳で健康な人　
○体重が男性45キロ以上・女
性40キロ以上の人　 ▼ドナー登
録の方法　希望の骨髄データセ
ンター・保健所に電話で予約→
検査場所での説明後採血　問山
城北保健所☎（21）2911、骨髄
デ ー タ セ ン タ ー ☎075（53 
1）3711、（財）骨髄移植推進財
団70120（445）445、ホーム
ページhttp://www.jmdp.or.jp

10月11日（祝）～20日（水）は 
全国地域安全運動実施中！

　月極駐車場でカーナビ
などを狙った車上ねらいや、自

宅・スーパー・駅などで自転車
の盗難が増加しています。この
機会にご家族・ご近所の人と防
犯について考えましょう。　問

城陽警察署☎（53）0110

「看護力」トライアル研修

▼ 日時　10月18日（月）・19日
（火）9：30～15：00　 ▼ 場 所　
南京都病院　 ▼対象　しばらく
臨床からはなれている・臨床経
験がなく不安をお持ちの看護師　

▼内容　○睡眠時無呼吸症候群
について　○救命救急処置と
AEDの使い方　○医療安全管
理の最新情報　○看護技術など　

▼ 費用　無料　 申・ 問10月14
日（木）17：00までに南京都病
院［☎（52）0065、Fax（55）
2765、Ｅ メ ー ル：kang-b2@
mkyoto.hosp.jo.jp］へ電話・
ファクスまたはＥメールで

聴こえに不自由を感じている 
人のための学習・交流会

▼ 日時　10月29日（金）13：00
～16：00　 ▼ 場所　和束町社
会福祉センター　 ▼対象　聴こ
えに不自由を感じている人とそ
の家族、聴覚障害福祉関係者ま
たは関心のある人　 ▼費用　無
料　 ▼その他　要約筆記・ルー
プあり　 申・ 問10月21日（木）
までに相楽聴覚言語障害センタ
ー［☎・Fax（72）6862］へ電話
かファクス

発達障害講演会2010

［第１回発達障害講演会］

▼ 日時　11月６日（土）14：00
から　 ▼場所　文化パルク城陽　

▼内容「思春期青年期の発達障
害をどのように支援するか？」　

▼講師　こども発達支援センタ
ー副所長　山下達久氏

高等学校☎（53）5455

NHK「ごきげん歌謡笑劇団」 
公開録画

▼ 日程　11月25日（木）18：45
開演／文化パルク城陽プラムホ
ール　 ▼内容　綾小路きみまろ
さんの司会と漫談、レギュラー
出演者の爆笑芝居、歌や踊りな
ど　※入場無料・要整理券　申

11月10日（水）必着で、往復ハ
ガキに郵便番号・住所・氏名・
電話番号を明記し、〒610−01 
21寺田今堀１　文化パルク城陽

「ごきげん歌謡笑劇団」係へ郵送　
問文化パルク城陽☎（55）1010

東部コミセン☎（55）7858　FAX（56）6037　〒610-0121 寺田正道152
ウオークラリー大会（スタンプラリー方式）
11月６日（土）12：30受付・13：20スタート
コミセン広場集合　※小雨決行　☆参加賞あり

無料
申10月12日（火）９：30から来館
か電話

北部コミセン☎（55）1001　FAX（56）6032　〒610-0101 平川広田67
ステップアップ教室〜デジカメで撮ってみよう・秋〜
府立植物園　※初心者向け
10月29日（金）コミセン９：00集合出発・15：00帰館
予定　片山日出男氏　※小雨決行、市のバス利用

抽選15人・参加費150円（駐車場代
ほか）※入園料実費・デジカメ持参
申10月12日（火）10：00に参加
費を添え来館抽選

南部コミセン☎（55）1002　FAX（56）6040　〒610-0111 富野東田部70－1
将棋の広場
10月30日（土）９：30～11：30　平居　修氏

※小学生～大人対象（初心者歓迎）
申込不要・無料

市民歌謡祭♪　「男女で楽しく紅白歌合戦出場者募集」
（通信カラオケ使用）
12月５日（日）13：00～16：00
☆参加賞、優秀賞あり

抽選男女各12人（年齢問わず）・無料
申10月28日（木）必着で、往復ハ
ガキに住所・氏名（ふりがな）・年
齢・性別・電話番号・曲名と歌手
名（第２希望まで）を明記し、南部
コミセン「紅白歌合戦」係宛へ

今池コミセン☎（56）0525　FAX（56）6041　〒610-0117 枇杷庄知原15－1
図書室まつり【10月23日（土）・24日（日）】
★除籍した本や雑誌のリサイクル市（無料で無くなり次第終了※１人10冊まで）…13：00
～15：00　申込不要【23日】★ペープサート『ひつじのしたてや』・ちいさな人形劇『ニ
ャンちゃんとワンちゃんのふたりはなかよし』／人形劇団ぷくぷく、おもちゃづくり…
13：30～15：00　申込不要・無料【24日】★小物作り…13：30～15：30　先着20人・
材料費100円・申込不要
イモほり体験〜水主中岡農園〜　
10月26日（火）コミセン10：00出発・12：00現地解散
中岡文枝氏　※小雨決行

先着20人
参加費600円（イモ３株）
申10月12日（火）から来館か電話

青谷コミセン☎（53）8273　FAX（56）6042　〒610-0114 市辺五島7－1
ものづくり体験〜金平糖をつくろう〜
コンペイトウミュ−ジアムやお（八尾市）、大仙公園（堺市）
10月22日（金）コミセン８：45集合・16：45帰館予定
※雨天決行、市のバス利用

先着30人・参加費2,200円（体験
代、昼食代、高速代）
申10月13日（水）から来館か電話

グラウンドゴルフ大会　
（兼コミセン交流グラウンドゴルフ大会地区選考会）
10月23日（土）９：00～12：00※雨天時10月30日（土）
青谷小学校グラウンド

先着64人※青谷校区在住の人対
象・無料
申10月12日（火）～19日（火）に
来館

柿の葉寿司つくり
10月23日（土）10：00～13：00　中坊裕子氏

先着15人・材料費700円
申10月12日（火）から来館か電話

アロマハンドクリ－ムをつくろう
10月28日（木）10：00～12：00　岩井麻美氏

先着15人・材料費1,000円
申10月12日（火）から来館か電話

寺田コミセン☎（55）0010　FAX（55）0197　〒610-0121 寺田今堀1
男の料理教室〜手づくりパンを作ろう〜
10月29日（金）10：00～13：00　岩崎淳子氏

先着20人・材料費600円
申材料費を添え来館

減塩みそ作り教室
11月２日（火）13：30～14：30　豆渡しと事前講習
11月９日（火）13：30～15：30　味噌作り実習
※要両日参加　ヘルスメイト城陽

先着20人
材料費2,500円
申材料費を添え来館

篆刻教室〜年賀状用の雅印、氏名印などを彫ろう〜
11月11日（木）・25日（木）13：30～15：30
赤井観雪氏

先着20人※初心者向け
材料費800円
申材料費を添え来館

高齢者健康体験教室
〜そうめん作り体験と法華寺拝観〜
11月14日（日）９：30～16：30

先着26人・参加費2,000円（そう
めん作り体験ほか）
申参加費を添え来館※１人２名申込可

ほっとシアター「相棒」
10月30日（土）13：30（13：00開場）～15：00

先着40人・無料
申来館（整理券配布）

○申し込みや問い合わせは、各コミセンへ、開館日の９：00～17：00にお願いします
○コミセンの開館時間　９：00～21：00　月・祝は休み
※寺田コミセンは、12日（火）・13日（水）・18日（月）は休み

＜募集＞■ゆずの会（習字）　第１・第３金曜日９：00～
12：00　北部コミセンなど　松本☎（53）6163　■健康
体操（自彊術）　毎週火曜日10：00～11：30　みどり集
会所など　井垣☎（44）7367　＜譲ってください＞■三輪
自転車　小坂☎（52）7090

城南地域職業訓練センター ☎（46）0688
講　座　名 期　間 曜　日 時　間 回数（回） 定員（人） 受講料（円）

＜パソコン講座　一般コース＞

エクセル初級 11/25～
12/13 月・木 18：30～21：00 ６ 20 12,000

15,000

＜パソコン講座　ビジネスコース＞
☆資格取得のための
MCASワード2007

11/30～
１/７ 火・金 19：00～21：00 ８ 20 12,800

16,000

＜パソコン講座　女性・中高年コース＞
はじめての
ワード（活用）

11/12～
11/24

月・水
木・金 ９：30～15：30 12 20 15,000

※「受講料」の欄は、上段が中小企業の従業員、下段はその他の人です。すべて要知識。
☆印は別途教材費が必要　申 各講座の開講日の１カ月前から来館

10月18日（月）～24日（日）は 
「行政相談週間」です

　毎月第２・第４木曜日に行
政相談を行っています。お気
軽にご利用ください。（無料・
秘密厳守）　問市民活動支援
室☎（56）4001

（4）平成22年（2010年）10月11日

休日急病診療所☎（55）1112
（内科・小児科）

▼場所／保健センター内〔歯科は宇治市休日急病診療所☎（39）9430〕

▼受付時間／９：５０～１１：３０・１３：００～１６：３０　※日曜日・祝日のみ
蛇口からそのまま飲める　安くて安全　おいしい城陽の水道水


